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本白根山噴火（平成30年１月23日）

KSS（新火口列から1.2km）の記録
力源解析（鉛直・開口クラックモデル）

固定： 水平位置，DIP（鉛直），縦横比
=1:1，
サイズ500m×500mの矩形
未知量：深度980m，走向N81W，開口幅
1.7m（ΔV=42.5万m3）

固定： 水平位置，DIP（鉛直），縦横比
=1:1，
サイズ500m×500mの矩形，深度
980m，走向N81W
未知量：開口幅 -1.2 m（ΔV=30万m3）

震源は2016年から噴火直前まで．
手動検測（東工大6観測点）

1601東工大



日記史料に基づく安政元年(1854年)11月の南海地震から安政2年（1855年）12月までの有感
地震の記録日数の推移
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• 土佐では安政元年の南海地震以後一貫して有感地震が多い
• 安政2年9月末から10月初めに再度ピークがある日記史料の事例

（『齋藤月岑日記』）

1501東大地震研 2601東大史料編纂所



• 地震時のすべり方向は応力場によって規
定されている。（応力場事前把握の重要
性）

• 地震前の応力場に対して、最適な面で大
きなすべりが起こったが、周辺域まですべ
りが及んだ（適切な断層面形状の設定）

• 大きなすべりはD95の範囲内で発生してい
る。（地震後、下部に拡大。断層の下部延
長の存在）

• この地域の差応力は数十MPa 以下
• 低比抵抗層が本震の発生に関連ある可
能性
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Matsumoto et al., 2018

Shito et al., 2017

2201九大

熊本地震 応力場と震源過程



プレートの沈み込みが浅く，プレート境界の形状が詳細に把握可能：地震活動と形状との対
比．
Gisborneの沖合では，約1.8年の周期でスロースリップ（SSE）が発生．
2014～2015年にSSEが発生することを予想し，日・NZ・米国際共同による大規模海域地震・
地殻変動観測（HOBITSS）を実施．
2014年9～10月にかけて，観測網直下で大規模SSEが発生し，観測に成功．
SSEによるプレート境界断層すべり分布を詳細に把握．

ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯における国際共同海域地震・地殻変動観測

HOBITSS
観測期間

2010 2016

発生期待SSENZ北島北東海岸線沿いのGPS観測記録

沈み込む海山を通る測線における地震波反射断面図

SSEのすべりは海山上では大きくない．
SSE（緑～水色期間）終焉後になって，微動活動が活発化
微動活動は，その後2～3週間に渡り，連続的に発生
微動活動は，最初に海山の南西部で発生し，その後，北東部へと移動
SSEに伴う水の移動（？）

2014年9月1日から10月31日までの発生日カラースケール

沈み込んだ
海山

SSE終焉後に発生した微動の分布

地震観測網とSSEすべり分布

SSE

1524東大地震研



2501東海大

地震予測手法の評価



1003北大

多項目観測に基づく火山熱水系
の構造の時空間変化の把握と異

常現象の検知



構造物最上階の累積変位

★時間差発生（数分）シナリオ

南海地震（10分） ☆ 東南海地震 （5分）東海地震

東海・東南海・南海（時間差発生）

同時発生

東北地方大平洋沖

数分の時間差発生
は、津波の重乗・波
高増大の観点からも
注意が必要

津波長周期地震動

南海トラフ巨大地震による長周期地震動

1516東大地震研

南海トラフ巨大地震



局所的な地震動の増幅特性

首都直下地震

1514東大地震研



衛星の軌道情報に放送暦を用いた場合

• 精密暦を用いた場合とほぼ同じすべり分布の推定に成功

– PTS: 搬送波位相の「変化」に着目した解析

– 急激な変動の抽出には「精密暦」は不要，「放送暦」で解析可能

– 「外部から取得する情報」が一切不要で，GNSS搬送波位相データさえ集約できれば，地
震時すべり分布を即時的に推定可能

A1 : 平均すべり約3.8m (Mw6.90) 
B : 平均すべり約2.9m (Mw6.64) 

A1: 平均すべり約3.9m (Mw6.91) 
B: 平均すべり約2.9m (Mw6.64) 

精密暦 放送暦

1209東北大

GNSSデータを用いた断層モデルの即時推定



噴火速報
噴火警報

(警戒範囲変更)

北海道大学大学院理学研究院・気象庁・ (独)防災科学技術研究所
協力機関

北海道・函館市・七飯町・鹿部町・森町・洞爺湖町・壮瞥町・伊達市・登別市・白老町・美瑛町・上富良野町・新得町・足寄町・釧路市

目的：活動的な火山を有する地方自治体と共同して、インターネット上にある火山防災情報と関連情報の準リアル
タイムな収集と統合表示により地方自治体における防災対応を支援するシステムの開発

災害救助法(1947)
災害被害者に対する租税の減免、
徴収猶予等に関する法律(1939)

天災による被害農林漁業者等に対する
資金の融通に関する暫定措置法(1955)

災害弔慰金の支給に関する法律(1973)
被災者生活再建支援法(1998)

・
・

激甚対策に対処するための特別の
財政援助等に関する法律(1962)

・

５分
数
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緊急地震速報

津波警報

1日〜数時間

数秒〜数十秒

数十秒〜十数分

1週間〜１日

不
明

長
く
て
3
日

数時間〜1日 警報解除

気象警報

警報解除

気象情報

警報解除

噴火警報

解説情報
解説情報(臨時)

長
く
て
1
週
間

数時間〜数日

噴火警報
段階的警戒
範囲縮小

救出・救助
災害医療
・・・

情報収集・伝達
避難所開設
・・・

避難・警戒

防災対応

予 防

防災施設整備
ハザードマップ
普及・啓発
・・・

応急対策

復旧・復興

地震災害 風水害など気象災害

随時

噴火災害

中小企業信用保険法(1950)？？

建築基準法(1950)
海岸法(1956)
砂防法(1897)
・・・

発
災
前

発
災
後

災害関連の法令

噴火災害対応の特徴：
○体感しがたい警報発令・継続中の現象（特に噴火前）
○噴火前の立入り規制を含め長い避難・警戒体制

的確な防災対応を進めるためには、進行中の現象を実
感できる防災情報の持続的な収集が必要．

背 景

1009北大

準リアルタイム火山情報表示システムの開発



相関係数のみ 相関係数＋S-P時間

1510東大地震研

相似地震カタログの構築


